
今月の主な内容

●第185回市議会定例会開催…4 ●市民インターネット講座…6 ●タウントピックス…8 ●タウンインフォメーション…12

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲おじいさんと遊ぼう! 竹馬づくり
5月3 0日（水）、日吉保育園（広瀬一二三園長）では、水谷昭平さん（西野々町）を招いて、子どもの頃の遊びの話を聞い

たり、竹馬や竹ポックリを作ってもらい一緒に遊びました。

永年の善行をたたえて（2～3ページ）特集
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永年の善行をたたえて
─ 市民の警察官・善意の表彰 ─

市
民
の
警
察
官
に
は
雉
子
谷
隆

司
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

善
意
の
表
彰
と
し
て
、
善
行
の
あ

っ
た
個
人
に
贈
る
「
か
し
の
木
賞
」

を
32
名
に
、
団
体
に
贈
る
「
サ
ル

ビ
ア
賞
」
を
１
団
体
に
贈
り
、
永

年
の
善
行
を
た
た
え
ま
し
た
。

大
西
　
幸
子
（
西
南
）

昭
和
59
年
か
ら
給
食
サ
ー
ビ
ス

の
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

在
宅
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

岡
井
　
孝
子
（
田
原
）

平
成
２
年
か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢

献
。

岡
本
　
豊
子
（
鴨
谷
）

平
成
元
年
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

岡
本
富
美
代
（
北
条
）

か　
し　
の　
木
賞　
（
個
人
）

平
成
２
年
か
ら
特
別
養
護
老
人　

ホ
ー
ム
の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢

献
。

小
田
し
げ
子
（
鴨
谷
）

平
成
元
年
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

小
田
　
康
子
（
鴨
谷
）

平
成
元
年
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

甘
中
き
ぬ
子
（
笹
倉
）

平
成
元
年
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

北
田
　
一
夫
（
西
野
々
）

平
成
２
年
か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢

献
。

小
谷
香
代
子
（
鎮
岩
）

平
成
２
年
か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
介
助　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
と　
し　

て　
、　
高
齢
者
福
祉　
の　
向
上　
に　
貢
献
。

公
共　
の　
安
全
と　
社
会
正
義
確
立　
の　
た　
め　
に　
活
動
す　
る　
加
西
警
察
署　
に　
勤

務
す　
る　
警
察
官　
の　
顕
著　
な　
功
労
を　
顕
彰
す　
る　
「
平
成
13
年
度
市
民　
の　
警
察

官
表
彰
」　
と　
奉
仕
活
動
を　
通　
じ　
て　
、　
こ　
こ　
ろ　
豊　
か　
な　
地
域
社
会　
づ　
く　
り　
に　

貢
献
さ　
れ　
た　
方
を　
表
彰
す　
る　
「
平
成
13
年
度
善
意　
の　
表
彰
」　
の　
贈
呈
式　
が　
、　

６　
月
１　
日

（金）
善
意　
の　
日　
に　
市
民
会
館
小　
ホ　
ー　
ル　
で　
行　
わ　
れ　
ま　
し
た　
。

特特 集集

受賞者のみなさん
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是
常
　
周
子
（
北
条
）

昭
和
56
年
か
ら
点
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
聴
力
障
害
者
へ
の

情
報
づ
く
り
に
尽
力
。

近
藤
由
香
子
（
満
久
）

昭
和
63
年
か
ら
点
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
聴
力
障
害
者
へ
の

情
報
づ
く
り
に
尽
力
。

定
行
　
友
子
（
鴨
谷
）

平
成
元
年
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

志
方
尚
三
郎
（
北
条
）

昭
和
39
年
か
ら
点
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
聴
力
障
害
者
へ
の

情
報
づ
く
り
に
尽
力
。

高
橋
　
千
世
（
和
泉
）

昭
和
58
年
か
ら
給
食
サ
ー
ビ
ス

の
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

在
宅
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

高
橋
　
伸
幸
（
和
泉
）

昭
和
57
年
か
ら
障
害
者
と
共
に

楽
し
む
行
事
を
企
画
・
実
施
、
加

西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
中
心
と

し
て
活
動
。

部
喜
代
志
（
古
坂
）

平
成
７
年
か
ら
市
内
の
保
育
所

（
園
）、
幼
稚
園
、
小
学
校
に
手
作

り
の
竹
と
ん
ぼ
を
寄
贈
。

見
喜
代
子
（
西
南
）

昭
和
63
年
か
ら
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
視
力
障
害
者
へ
の

声
の
情
報
づ
く
り
に
尽
力
。

竹
内
実
千
子
（
古
坂
２
丁
目
）

平
成
元
年
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

竹
本
　
清
子
（
北
条
）

平
成
２
年
か
ら
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
視
力
障
害
者　
へ　
の　
声　

の　
情
報　
づ　
く　
り　
に　
尽
力
。　

田
中
　
ス
イ
（
繁
昌
）

昭
和
50
年
か
ら
繁
陽
町
の
公
会

堂
及
び
周
辺
を
清
掃
、
環
境
の
美

化
に
尽
力
。

坪
木
　
え
み
（
窪
田
）

平
成
２
年
か
ら
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
視
力
障
害
者
へ
の

声
の
情
報
づ
く
り
に
尽
力
。

中
藤
　
麗
子
（
坂
元
）

昭
和
63
年
か
ら
点
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
聴
力
障
害
者
へ
の

情
報
づ
く
り
に
尽
力
。

中
野
美
代
子
（
東
高
室
）

昭
和
60
年
か
ら
視
覚
障
害
者
の

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
、
在
宅

福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

長
濱
　
昌
子
（
笹
倉
）

平
成
元
年
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

西
川
　
虔
一
（
朝
妻
）

昭
和
59
年
か
ら
給
食
サ
ー
ビ
ス

の
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

在
宅
福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

橋
本
　
幸
代
（
田
原
）

平
成
２
年
か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢

献
。

平
山
　
靜
子
（
北
条
）

平
成
２
年
か
ら
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
視
力
障
害
者
へ
の

声
の
情
報
づ
く
り
に
尽
力
。

福
澤
　
脇
子
（
上
宮
木
）

平
成
元
年
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
尽
力
。

宮
　
　
武
子

（
北
条
）

平
成
２
年
か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
調
理

及
び
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
尽
力
。

山
本
　
多
鶴
（
繁
昌
）

昭
和
62
年
か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上

に
貢
献
。

山
本
み
よ
ゑ
（
東
高
室
）

永
年
に
わ
た
り
冬
の
間
、
毎
朝

自
宅
近
く
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
ふ

き
、
交
通
事
故
防
止
に
貢
献
。

山
本
　
麗
子
（
東
高
室
）

平
成
２
年
か
ら
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
視
力
障
害
者
へ
の

声
の
情
報
づ
く
り
に
尽
力
。

大
内
町
老
人
会
（
会
員
85
名
）

永
年
に
わ
た
り
大
内
町
集
落
の

玄
関
口
の
市
道
沿
い
に
花
壇
を
つ

く
り
、
夏
は
サ
ル
ビ
ア
、
冬
は
葉

ボ
タ
ン
を
育
て
通
行
者
に
や
す
ら

ぎ
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

毎
月
五
社
神
社
の
境
内
の
清
掃
を

行
わ
れ
て
い
る
。

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

サ　
ル　
ビ　
ア　
賞
（
団
体
）

雉
子
谷
巡
査
長
は
、
平
成
９
年

３
月
加
西
警
察
署
に
着
任
以
来
、

地
域
課
中
野
駐
在
所
で
駐
在
所
勤

務
員
と
し
て
、
旺
盛
な
勤
務
意
欲

と
正
義
感
で
、
日
夜
、
市
民
の
立

場
に
立
っ
た
地
域
安
全
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
職
務
に
精
励

す
る
と
と
も
に
、
管
内
実
態
の
把

握
と
犯
罪
の
予
防
検
挙
に
努
め
ら

加西警察署地域課中野駐在所

巡査長 雉
き

子
じ

谷
たに

隆
たか

司
し

ご夫妻

市市民民のの警警察察官官表表彰彰

れ
、
加
西
市
民
の
安
全
確
保
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
柄
も
温
厚
誠
実
で
、

駐
在
所
管
内
の
よ
き
相
談
相
手
と

な
り
、
永
年
、
地
区
の
少
年
剣
道

を
熱
心
に
指
導
さ
れ
る
な
ど
、
市

民
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
優
秀
な

警
察
官
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
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議会の新しい役員・委員
◎…委員長　○…副委員長

議　　長　高見　忍 副 議 長　高井寿郎

監査委員　後藤千明

◎黒田広之　◯友藤雄彦　　亀田実雄　　澤中正春

織田重美　　増田一美　　仲田忠雄

議会運営委員会

常 任 委 員 会

総　務
◎山下光昭　◯織田重美　　井上芳弘

澤中正春　　西村　衛　　仲田忠雄
石井　勝

厚　生
◎亀田実雄　◯西浦　徹　　森元清蔵

後藤千明　　増田一美　　友藤雄彦
高見　忍

建設経済
◎桜井光男　◯繁田　基　　杉本信彦

高井寿郎　　大西啓之　　西川正一　　
黒田広之

特 別 委 員 会

行政改革
◎大西啓之　◯澤中正春　　亀田実雄

西村　衛　　桜井光男　　増田一美
友藤雄彦　　黒田広之

環境保全
対　　策

政治倫理条
例策定調査

◎井上芳弘　◯西川正一　　澤中正春
後藤千明　　山下光昭　　繁田　基
杉本信彦　　西浦　徹

◎森元清蔵　◯石井　勝　　井上芳弘
織田重美　　増田一美　　高井寿郎
大西啓之　　

第
１
８
５
回
加
西
市
議
会
定

例
会
が
、
６
月
４
日

（月）
か
ら
21

日
（木）

ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
市
議
会
で
は
、

議
長
、
副
議
長
な
ど
の
議
会
の

各
役
員
、
各
種
委
員
会
委
員
の

改
選
を
は
じ
め
、
報
告
３
件
、

人
事
案
件
７
件
、
条
例
関
係
１

件
、
事
件
決
議
１
件
を
提
出
し

審
議
中
で
す
。

12
議
案
を
審
議

市
議
会
定
例
会
開
催

議
会
役
員
、
委
員
会
委
員
を
改
選

副議長に

高井寿郎氏

議長に

高見　忍氏

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

�　（
保
健
婦
（
士
）
1
名
）

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
保
健
婦
（
士
）
の

免
許
を
有
す
る
者
又
は
平
成
14
年

３
月
31
日
ま
で
に
同
免
許
を
取
得

見
込
み
の
者

�　（
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
2
名
）

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
学
校
教
育
法
に
よ
る

短
期
大
学
以
上
を
卒
業
又
は
平
成

14
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
者
で
保
育
士
資
格
と
幼
稚
園

教
諭
免
許
の
両
方
を
有
す
る
者
又

は
平
成
14
年
３
月
31
日
ま
で
に
同

資
格
と
同
免
許
の
両
方
を
取
得
見

込
み
の
者

〈
受
験
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉

※
全
職
種
共
通

①
受
験
申
込
書　
（
本
市
所
定　
の　
も　
の　
）

②
受
験
票
（
本
市
所
定
の
も
の
）

③
最
終
学
校
（
学
校
教
育
法
に
よ

る
学
校
）
の
卒
業
証
明
書
又
は

卒
業
見
込
証
明
書

④
最
終
学
校
（
学
校
教
育
法
に
よ

る
学
校
）
の
成
績
証
明
書

※
保
健
婦
（
士
）
、
保
育
士
・
幼

稚
園
教
諭

◎
保
健
婦
（
士
）
の
受
験
者
は
免

許
の
写
（
但
し
、
平
成
14
年
３

月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

者
は
不
要
）

◎
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
受
験

者
は
各
々
の
資
格
、
免
許
の
写

（
但
し
、
平
成
14
年
３
月
31
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
者
は
不
要
）

〈
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間
〉

平
成
13
年
７
月
２
日

（月）
〜
７
月

13
日

（金）
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
10
分

※
郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
受

付
し
ま
せ
ん
。
本
人
又
は
代
理

人
が
持
参
し
て
下
さ
い
。

〈
試
験
日
〉

①
筆
記
試
験

８
月
５
日

（日）

･
試
験
場
所

加
西
市
役
所

②
面
接
試
験

８
月
７
日

（火）

・
面
接
場
所

加
西
市
民
会
館

コ
ミ
セ
ン

③
実
技
試
験
（
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
の
み
）

８
月
７
日

（火）

・
試
験
場
所

加
西
市
民
会
館

コ
ミ
セ
ン

〈
募
集
要
項
配
布
、
受
験
申
込
み

及
び
問
い
合
わ
せ
先
〉

加
西
市
役
所
企
画
総
務
部
総
務

課
人
事
係
（
電
話
42
│
８
７
０
２
）

加加
西西
市市
職職
員員
募募
集集

平
成
14
年
度
採
用

市　
で　
は　
平
成
14
年
４
月
採
用　
の　
市

職
員　
を　
次　
の　
と　
お　
り
募
集　
し　
ま　
す
。

〈
採
用
職
種
・
人
員
・
受
験
資
格
〉

�　（
事
務
5
名
）

昭
和
52
年
４
月
２
日　
か　
ら　
昭
和

57
年
４
月
１
日　
ま　
で　
に　
生　
ま　
れ　
た　
者

�　（
土
木
1
名
）

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
専
門
学
校
、
短
期
大
学
以

上
に
お
い
て
、
土
木
の
専
門
課
程

を
卒
業
又
は
平
成
14
年
３
月
31
日
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人
材
育
成
基
金
は
、
加
西
市
名

誉
市
民
の
後
藤
清
一
氏
か
ら
寄
贈

の
あ
っ
た
一
億
円
を
基
金
に
し
て
、

そ
の
利
息
を
運
用
し
、
市
の
発
展

の
た
め
、
学
術
、
芸
術
、
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
の
高
揚
お
よ
び
産
業
の

振
興
に
貢
献
し
て
い
る
方
に
資
金

助
成
す
る
も
の
で
す
。

●
対
　
象

市
内
に
居
住
、
ま
た

は
通
勤
、
通
学
す
る
方
、
加
西
市

出
身
の
方
、
お
よ
び
、
ゆ
か
り
の

あ
る
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
続
け
て
い
る

若
い
方

●
例　
え　
ば　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　
方

●
優
れ
た
学
術
的
研
究
を
さ
れ
て

い
る
方

●
健
全
な
芸
術
、
芸
能
等
の
活
動

に
よ
り
、
特
に
文
化
の
向
上
に

寄
与
し
て
い
る
方

●
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
、
輝

か
し
い
活
動
を
し
、
そ
の
功
績

と
成
績
が
特
に
顕
著
な
方

●
応
募
締
切

８
月
31
日

（金）

●
問
合
・
申
込
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
（
電
話
42
│
８
７
７
２
）

人
材
育
成
基
金
を

助
成
!!

加
西
の
星
に
最
高
2
0
0
万
円

│
自
薦
他
薦　
は　
問　
い　
ま　
せ　
ん
│

平
成
13
年
度
国
民
健
康
保
険
税　

の　
税
率　
は　
別
表　
の　
と　
お　
り
前
年　
と　
同　

じ　
で　
す
。　

国
保
税　
は　
所
得
税
、　
市
県
民
税　
の　

申
告
書　
を　
基
礎　
に　
算
出　
し　
、　
７　
月　
に　

年
間　
の　
税　
が　
確
定　
し　
ま　
す
。　

前
年
度　
の　
所
得　
が　
一
定
以
下　
の　
世

帯　
に　
は　
、　
保
険
税　
の　
負
担　
を　
軽　
く　
す　

る　
た　
め　
、　
軽
減
制
度　
が　
あ　
り　
ま　
す
。　

軽
減　
の　
判
定　
は　
被
保
険
者
全
員　
（
擬

制
世
帯
主
）　
の　
所
得　
が　
対
象　
と　
な　
り　

ま　
す　
の　
で　
、　
所
得
税
、　
市
県
民
税　
の　

申
告　
が　
必
要　
で　
な　
い　
方　
に　
つ　
い　
て　
も　
申

告　
を　
お　
願　
い　
し　
ま　
す
。

国国
民民
健健
康康
保保
険険
税　税　
の　の　
お　お　
知知
ら　ら　
せせ

国民健康保険税　税率表（平成13年度）

所 得 税

医　療　分

課税所得×7％ 課税所得×0.74％

均 等 割 1人につき25,000円 1人につき5,300円

平 等 割 1世帯につき29,000円 1世帯につき3,100円

賦課限度額 53万円 7万円

納付回数 平成13年7月～平成14年2月まで8回

介護分（40歳～64歳の人）

４　
月
号　
で　
お　
知　
ら　
せ　
し　
ま　
し　
た　
一

時
保
育　
の　
料
金　
が　
決　
ま　
り　
ま　
し　
た　
。　

こ　
ん　
な　
と　
き　
に　
ご　
利
用　
く　
だ　
さ　
い　
。　

週　
２　
〜　
３　
日　
の　
パ　
ー　
ト　
就
労
、　
研

修
・
資
格　
の　
取
得
、　
急　
な　
用
事
、　
入

院
・
通
院
・
介
護
、　
冠
婚
葬
祭
、　

育
児
疲　
れ　
の　
解
消
・
リ　
フ　
レ　
ッ　
シ　
ュ　

【
料
　
金
】

３
歳
未
満
児

半
日
１，　
４
０
０
円
　

一
日
２，　
３
０
０
円

（
給
食
・
お　
や　
つ　

別
途　
３
０
０
円
）

３
歳
以
上
児

半
日

８
０
０
円

一
日
１，　
３
０
０
円

（
給
食
・
お　
や　
つ　

別
途　
２
０
０
円
）

延
長

午
後
５
時
30
〜

７
時
ま
で
３
０
０
円

★
問
合　
せ　
申
込　
み　
は　
次　
の　
保
育
所　
ま　
で　
。　

富
田
保
育
所
　
電
話
42
│
１
５
９
２

多
聞
保
育
園
　
電
話
48
│
２
３
８
３

善
防
保
育
所
　
電
話
48
│
３
７
６
５

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

一
時
保
育　
の　
料
金
が　
決　
ま　
り
ま　
し　
た

加
西
市　
で　
は　
、　
介
護　
サ　
ー　
ビ　
ス　
の　
利

用
者　
と　
サ　
ー　
ビ　
ス　
提
供
事
業
者　
の　
橋

渡　
し　
と　
な　
る　
介
護
相
談
員　
の　
養
成
研

修　
を　
５　
月
15
日　
よ　
り　
ス　
タ　
ー　
ト　
さ　
せ　

ま　
し　
た　
。　

第　
１　
回
目　
は　
「
介
護
相
談
員　
の　
意

義　
と　
役
割
」　「
高
齢
者　
の　
身
体
的
・

精
神
的
特
徴
」　
に　
つ　
い　
て　
の　
講
義　
を　
受　

け　
た　
後
、　「
高
齢
者
疑
似
体
験
」　
を　

行
う　
こ　
と　
で　
相
談
者　
と　
な　
り
う　
る　
高

齢
者　
の　
身
体
的
状
況　
に　
理
解　
が　
深　
ま　

っ　
た　
よ　
う　
で　
す
。　

こ　
の　
養
成
研
修　
は　
、　
５　
月　
〜　
９　
月　

ま　
で　
の　
間
、　
月　
２　
回　
の　
割
合　
で　
開
催　

し　
ま　
す
。　
専
門
家　
を　
講
師　
に　
招　
い　
て　

の　
研
修　
と　
い　
う　
こ　
と　
も　
あ　
り
、　
研
修

受
講
者　
だ　
け　
で　
な　
く
、　
高
齢
者　
の　
介

護　
に　
直
面　
さ　
れ　
て　
い　
る　
方　
や　
介
護　
を　

は　
じ　
め　
福
祉
施
策　
に　
関
心　
を　
お　
持　
ち　

の　
方　
な　
ど　
一
般　
の　
方　
に　
も　
参
加　
し　
て　

い　
た　
だ　
き　
た　
い　
と　
考
え　
て　
お　
り　
ま　
す
。　

（
受
講
料

無
料
）　

問
合
先

市
民
福
祉
部
保
険
課
あ　
っ　
た　

か　
推
進
係　
（
電
話
42
│
８　
７　
８　
８　
）

加
西
市
あ　
っ　
た　
か　
介
護
相
談
員
養
成
研
修
開
講

（
介
護
研
修　
オ　
ー　
プ　
ン　
セ　
ミ　
ナ　
ー　
）

◎
児
童
手
当
受
給
者　
の　
み　
な　
さ　
ん　
へ

「
現
況
届
」　
は　
、　
６
月
29
日　

（金）
ま　

で　
に　
必　
ず
提
出　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　（
届

出　
が　
な　
い　
と　
、　
６　
月
分
以
降　
の　
手
当　

を　
受
給　
で　
き　
な　
く　
な　
る　
場
合　
が　
あ　
り　

ま　
す
。）　

◎
特
例
給
付
・
法
附
則
第　
8
条
給

付　
を　
受
給　
さ　
れ　
て　
い　
る　
方　
へ

特
例
給
付
・
法
附
則
第
８
条
給

付　
の　
受
給
者　
は　
、　「
厚
生
年
金　
に　
加

入　
し　
て　
い　
る　
」　
こ　
と　
が　
条
件　
で　
手
当　
が　

支
給　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　

し　
た　
が　
っ　
て　
、　
会
社　
を　
退
職　
さ　
れ　

た　
等
厚
生
年
金　
の　
資
格　
を　
喪
失　
さ　
れ　

た　
場
合　
は　
、　
手
当　
が　
受　
け　
ら　
れ　
な　
く　

な　
り　
ま　
す　
の　
で　
、　
す　
み　
や　
か　
に　
「
受

給
事
由
消
滅
届
」　
を　
提
出　
し　
て　
く　
だ　

さ　
い　
。　

＊　
届
出　
が　
遅　
れ　
ま　
す　
と　
、　
手
当　
を　
返　

し　
て　
い　
た　
だ　
く
場
合　
が　
あ　
り　
ま　
す
。　

問
合
先

社
会
福
祉
課
　
女
性
児

童
係
（
電
話
42
│
８
７
２
６
）

児児
童童
手手
当　当　
に　に　
つ　つ　
い　い　
てて
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１．募集対象 兵庫県内にお住まいの20歳以上の方

２．前提知識 特に必要ありません。

３．内　　容 ・パソコンの基本操作　・文書作成　・インターネット利用　・電子メールの送受信

４．受 講 料 無料（テキストを持ち帰る場合はテキスト代1,000円が必要です。）

５．講習時間 1コース12時間（3時間×4回） ※必ず同一コース内で４回継続して受講してください。

６．日時・場所 下記の募集コース一覧表をご覧ください

７．定　　員 各コースとも20名

８．申込方法 ※すでに一度受講された方の申し込みはご遠慮ください。

（1）各コース初回開催日の10日前までにコース番号（第3希望まで）

・氏名・住所・年齢・電話番号等を下記申込先に電話又はFAXで。（先着順）

（2）FAXでのお申込は仮受付です。必ず翌日以降1週間以内に電話でご確認ください。

（FAXによる申込みは1名様につき1枚でお送りください。）

（3）受講いただける方には、開催日の1週間前までに受講案内を送付します。

申込先・問い合わせ先 加西インターネット講習予約センター
電話49－9550 FAX49－9551

（受付時間は土・日・休日を除く平日8：30～12：00 13：00～17：15です）

※市民インターネット講習は、今年度中に全体で64コースの開催を予定しております。

10月以降の24コースの詳細計画は市広報紙8月号以降、順次発表予定です。

コース番号

26 休　日　夜 7～8月 28（土）夜 29（日）夜 8／4（土）夜 8／5（日）夜 泉 中 学 校

27 休 日 昼 間 7～8月 29（日）午前 29（日）午後 8／5（日）午前 8／5（日）午後 北条中学校

28 毎火曜午前 7～8月 31（火）午前 8／7（火）午前 8／21（火）午前 8／28（火）午前 北部公民館

30 毎 火 曜 夜 7～8月 31（火）夜 8／7（火）夜 8／21（火）夜 8／28（火）夜 善防公民館

32 毎水曜午後 8月 1（水）午後 8（水）午後 22（水）午後 29（水）午後 北部公民館

34 毎木曜午後 8月 2（木）午後 9（木）午後 23（木）午後 30（木）午後 善防公民館

35 毎 木 曜 夜 8月 2（木）夜 9（木）夜 23（木）夜 30（木）夜 北部公民館

36 毎土曜午前 8月 4（土）午前 11（土）午前 25（土）午前 9／1（土）午前 北部公民館

38 休　日　夜 8月 18（土）夜 19（日）夜 25（土）夜 26（日）夜 善防中学校

39 休 日 昼 間 8月 19（日）午前 19（日）午後 26（日）午前 26（日）午後 加西中学校

40 毎 火 曜 夜 9月 4（火）夜 11（火）夜 18（火）夜 25（火）夜 北部公民館

41 毎木曜午後 9月 6（木）午後 13（木）午後 20（木）午後 27（木）午後 北部公民館

42 毎 木 曜 夜 9月 6（木）夜 13（木）夜 20（木）夜 27（木）夜 善防公民館

44 毎土曜午後 9月 8（土）午後 15（土）午後 22（土）午後 29（土）午後 善防公民館

タイプ 月
開 催 日 ・ 時 間 帯

第1回目 第2回目 第3回目 第4回目
場　所

※都合により日時・場所を変更することがあります。また、参加人数が定員を大きく下回るなど、やむなく開催を中止する場合があります。なお、表中の欠番のコースは団体優先受付コースです。

【募集コース一覧表】 （講習時間帯）午前9：00～12：00 午後1：30～4：30 夜6：30～9：30

6月21日（木）受付開始

対
象
者

一
定
の
勤
務
期
間
等
を

満
た
す
勤
労
者
の
方
で
、
市
内
に

自
己
の
住
宅
を
建
築
・
購
入
・
増

改
築
し
よ
う
と
す
る
方

限　度　額

新　　築

2,000万円以内 1,000万円以内

期　　　間 25年以内 15年以内

利　　　率
固定金利型　年3.01％
変動金利型　年1.91％

※ただし資金交付時の金利が適用されます

取扱金融機関
近畿労働金庫　北播支店

三井住友銀行北条支店（固定金利型のみ）

そ　の　他
5万円を上限として保証料の補助があります

（延べ床面積220�未満に限り）

増　改　築

融　資　の　内　容問
合
先

商
工
観
光
課

（
電
話
42
│
８
７
４
０
）

5
月　
か　
ら　
金
利
引
下　
げ

加
西
市
勤
労
者

住
宅
資
金
融
資
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４
月
20
日
か
ら
８
回
コ
ー
ス
で
、

北
山
と
み
先
生
の
指
導
の
も
と
、

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
で
は
、
視
覚
障
害

者
へ
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
必
要
な
発
声
や
発
音
、
ア
ク
セ

ン
ト
な
ど
を
勉
強
し
ま
し
た
。

受
講
者
13
名
の
皆
さ
ん
は
、「
む

ず
か
し
い
!

」「
で
き
る
か
な
」
と

心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
全
回
参
加
さ
れ
熱
心

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
か
し
の

実
グ
ル
ー
プ
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
活
躍
さ
れ
る
日
を
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
。

加
西　
で　
生　
ま　
れ　
加
西　
か　
ら　
広　
が　
る　
日
本　
の　
新　
し　
い　
文
芸

型　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
ず
自
由　
に　
心　
の　
ま　
ま　
を　
表
現　
す　
る

雨
の
降
り
方
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

集
中
豪
雨
時
の
安
全
対
策

◆
気
象
情
報
に
は
細
心
の
注
意

◆
停
電
に
備
え
懐
中
電
灯
や
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
の
準
備

◆
非
常
持
出
し
の
準
備

◆
外
出
は
な
る
べ
く
避
け
る

◆
災
害
に
備
え
い
つ
で
も
避
難
で

き
る
準
備

※
増
水
し
た
河
川
や
池
は
、
子
供

た
ち
の
好
奇
心
を
誘
い
ま
す
。
充

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
時
間
・
場
所
等
は
消

防
本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市

民
救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
３

年
を
経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
再

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一

応
急
手
当　
を　
覚　
え　

市
民
救
命
士　
に　
な　
り　
ま　
し　
ょ　
う

人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部　
（
電
話

42
│
０　
１　
１　
９　
）　
警
防
課
救
急
係
ま
で
。

毒
ヘ
ビ
に
か
ま
れ
た
時

梅
雨
時
期
と
な
り
、
湿
っ
た
草

む
ら
や
水
辺
に
潜
ん
で
い
た
マ
ム

シ
に
噛
ま
れ
た
患
者
を
毎
年
数
人

搬
送
し
て
い
ま
す
。

も
し
も
マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
ら

生
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
一
刻
も
早
く
医
療
機
関
へ
。

マ
ム
シ
か
ど
う
か
の
判
断

◆
頭
が
三
角
形
の
ヘ
ビ

◆
腫
れ
と
痛
み
が
強
く
な
り
体
の

中
心
部
へ
と
広
ま
る
。

◆
吐
き
気
･

嘔
吐
・
腹
痛
・
下

痢
・
脱
力
感
･

頭
痛
が
あ
る
。

◆
歯
後
か
ら
の
判
断

◆
胴
が
短
く
亀
甲
模
様
が
あ
る

◎
マ
ム
シ
だ
と
思
っ
た
ら
、
傷
口

よ
り
心
臓
側
を
き
つ
く
縛
り
医

療
機
関
へ

応
急
手
当　

毎
年
、
梅
雨
時
期
に
な
る
と
増

水
等
に
よ
る
水
難
事
故
や
崖
崩
れ

等
の
土
砂
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
が

あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

昨
年
、
加
西
市
内
に
お
い
て
も

集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
あ
り
、

２
時
間
弱
の
間
に
８
件
も
の
水
害

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
殆
ど
が
床

下
浸
水
で
済
み
、
人
的
な
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

皆
さ
ん
の
お
宅
で
も
、
今
一
度

周
囲
の
状
況
を
点
検
し
集
中
豪
雨

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

※
集
中
豪
雨
と
は
、
狭
い
範
囲
に

わ
ず
か
の
時
間
に
多
量
の
雨
を
降

ら
せ
る
現
象
で
予
報
が
難
し
く
被

害
が
大
き
く
な
り
や
す
い
の
で
、

朗朗
読　読　
ボ　ボ　
ラ　ラ　
ン　ン　
テ　テ　
ィ　ィ　
ア　ア　
講講
習習
会会

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

集
中
豪
雨
に

潜
む
危
険

無 毒

有 毒

7月は河川愛護月間です。7月7日は「川の日」です。みんなの川をみんなの手で美しくしましょう。

爬
虫
類　
の　
時
間　
つ　
か　
っ　
て　
生
き　
て　
い　
る　

風
塵
一
挙　
に　
暦　
の　
中
で　
溺　
れ　
る　
魚

花　
の　
宴
爛　
け　
て　
い　
る　

阿あ

吽う
ん

像　
の　
臍　へそ
は　
縦
長　
に　

生
涯
小
石　
が　
沈
ん　
で　
い　
く
速
度　
に　
魅　
せ　
ら　
れ　
て　
い　
る　

叩　
け　
ば　
埃
出　
て　
く　
る　
膝
叩　
い　
て　
坐　
る　

契
約　
の　
か　
な　
た　
に　
見　
え　
る　

バ　
ベ　
ル　
の　
塔

特
急　
の　
指
定
席　
に　
置　
い　
て　
来
た　

心

闇
切
り　
開　
い　
た　
窓
　
流　
れ　
る　
雲　
の　
墓
標

い
し
だ
　
實

岡
　
　
夕
花

北
村
　
栄
一

森
田
　
斉
生

辻
　
　
美
沙

山
本
　
二
昭

佐
治
　
　
靖

井
塚
　
理
人



　5月12日（土）、加西病院では「ふれあい看

護体験＆コンサート」を実施。市内中高生ら

35人が看護職場を体験。午後には、病院職員

コーラス部の合唱と加西中学校吹奏楽部の皆

さんが入院患者さんにこの日のために特訓し

た成果を披露しました。

はりま石舞台で市民劇団
「大きな木」が公演

Town Topics Town Topics

歴史街道ボランティアガイドが
案内する市内観光めぐり

　5月13日（日）、歴史街道ボランティアガイド

の皆さんが企画・運営する「第1回市内観光めぐり」

が行われました。「加西のあけぼの」と題したこ

のツアーでは、玉丘史跡公園、山伏峠の石棺仏、

そして古法華自然公園を丁寧な解説付きで案内し

てもらえ、20人の参加者も大満足でした。

小学校で米国人指導による英語授業がスタート

　5月から日吉小学校（多

田博彦校長）で、マイケ

ル・ウイップルさん（米

国）による英語の授業が

始まりました。生の英語

にふれる楽しい授業を全

校児童は楽しみにしてい

ます。

Town TopicsTown Topics
タウントピックスタウントピックス
まちの話題

ふれあい看護体験＆コンサート

　5月31日（木）～6月6日（水）の1週間、昨年に引き続き、シンガ

ポールのヘンリーパーク小学校の児童31人が加西市を訪れ、北条東

小学校の児童宅にホームステイ。同校への体験入学では、徒歩での

集団登下校や、給食、田植えなどに挑戦しました。両校の児童は今

後もＥメールなどを活用して交流を深めていきます。

ますます深まる北条東小と
シンガポール児童の交流

　5月12日（土）、高砂市の石切り場を特設ステージと

して開催された「はりま石舞台」で市民劇団「大きな木」

は、「石の宝殿」の誕生の瞬間を見事に描きました。
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垣間見た大人の社会
トライやる・ウィーク

加西インター周辺を花で飾ろう！花いっぱい運動

　5月20日（日）、加西青

年会議所（高井誠貴理事長）

主催で、県道中北条線沿線

にブルーサルビア1万本を植

える「花いっぱい運動」が

行われました。当日は中富、

笹倉、玉野の各町の方々約

140名が参加して、加西の

玄関口を文字通り花いっぱ

いにしていただきました。

Town Topics

三世代が交流して芋植え

　5月20日（日）、

東野田町（前田勉区

長）で行われた三世

代交流芋植えに約50

名が参加。子供たち

は秋の収穫祭を楽し

みにしています。

Town Topics

タウントピックス…………………………まちの話題

　「生きる力」を育むトライ

やる・ウィーク。6月4日

（月）～ 8日（金）の5日間、

市内183の事業所等で中学2

年生565人を受け入れてい

ただき、実際に労働を体験

することにより、仕事の大

変さとその責任を学び、ま

た社会の厳しさや人の優し

さにもふれました。

　5月13日（日）、

フラワーセンター

を訪れた人たちに、

ボーイスカウト加

西第1団のみなさん

にから、市内小学5

年生（550人）が書

いた手紙や市の花

サルビアの種等が

手渡されました。

昨年度は約200人

の方からお返事を

いただいています。

―さわやかキャンペーン―
花の街“かさい”をPR

ソフトボールでも職場のチームワーク
―職域親善ソフトボール大会―

　5月20日（日）、加西球場を中心に市内職域親善ソフト

ボール大会が行われました。日頃培ったチームワークのお

かげで熱戦の連続。Ａクラスは横尾商栄会、Ｂクラスは三

菱電機エス・ジー・シーが優勝しました。
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10

☆偏見は自分を見失う☆

「今時の若者は何を考え､何をしでかすか分から

ないので怖い。」というステレオタイプ（固定観念）

化が広がっています.

しかし、一人ひとりの若者に目線をやってみると

どうでしょうか。

「青春のまっただ中に今はいる自分という草育て

るために」これは、宮中歌会はじめの作品です。

この歌のように自分を磨き､立派な大人になろうと

努力を重ねている若者もたくさんいると思います。

あなたは、若者と話をしたことがありますか。

電車の中で行儀の悪い生徒に注意したことがあ

りますか。

若者と一諸に地域の行事に参加したことがあり

ますか。

話し合ってみると、素直で優しい1 7歳が多いこ

とを私たちは忘れていないはずです。

氷雨降る寒空の下、茶色に染めた前髪からたれ

る雨を拭うこともせずに、一所懸命に避難所のテ

ントへ救援物資を運んでいた若者がいたことを。

話し合いや行事に一緒に参加することなどを通

して、交流を重ねることは、お互いを理解するだけ

でなく真実を知ることにもつながり、日々の生活を

活性化するのです。

交流と人権

長
塚
遺
跡　
の　
発
掘
調
査　
で　
は　
奈
良

時
代
末　
か　
ら　
平
安
時
代
時
代
初　
め　
頃　

（
約
１
２
０
０
年
前
）　
の　
一
辺　
が　
約　

７　
メ　
ー　
ト　
ル　
の　
方
台
部　
（　
ほ　
う
だ　
い　
ぶ　
）　

の　
ま　
わ　
り　
に　
、　
幅
約
１　
メ　
ー　
ト　
ル　
、

深　
さ　
約
30
セ　
ン　
チ　
メ　
ー　
ト　
ル　
の　
溝　
を　
巡　

ら　
せ　
た　
方
形
周
溝
状
遺
構　

ほ
う
け
い
し
ゅ
う
こ
う
じ
ょ
う
い
こ
う

と　
、　
こ　
れ　

と　
対　
に　
な　
る　
掘
立
柱
建
物　
が　
み　
つ　
か　

り　
ま　
し　
た　
。　

そ　
し　
て　
、　
多　
く　
の　
須
恵
器　
や　
土
師

器　
の　
食
器
類
・
仏
器
類
・
甕
・
帯

金
具
・
市
内　
で　
は　
じ　
め　
て　
の　
灰か

い

釉ゆ
う

陶と
う

器　き
（　
奈
良
・
平
安
時
代　
の　
陶
胎　
に　
灰　

99

長
塚
遺
跡
２　
（
奈
良
〜
平
安
時
代
）　
…
豊
倉
町
・
宮
木
町

奈
良　
〜　
平
安
時
代
初　
め　
の　
方
形
周
溝
状
遺
構　

ほ
う
け
い
し
ゅ
う
こ
う
じ
ょ
う
い
こ
う

を　
発
見
!  

市
内　
で　
は　
じ　
め　
て　
の　
灰か

い

釉ゆ
う

陶と
う

器　き
も
出
土

遺跡位置図

現
在
、　
テ　
レ　
ビ
・
新

聞
紙
上　
で　
青
少
年
問
題　

が　
取　
り
上　
げ　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　
こ　
れ　

ら　
の　
問
題　
は　
、　
各
家
庭　
で　
の　
親
子　
の　

会
話　
や　
協
働
の　
作
業
等
、　
親
子　
の　
ふ　

れ　
あ　
い　
の　
欠
落　
が　
原
因　
の　
一　
つ　
で　
は　
な　

い　
か　
と　
い　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　

毎
年
、　
５　
月　
の　
緑　
が　
目　
に　
染　
み　
る　

頃
。　
善
防
山　
の　
麓　
で　
下
里　
っ　
子　
と　
保

護
者　
の　
大
き　
な　
歓
声　
が　
響
き　
渡　
り　
ま　

す
。　
下
里
小
学
校　

の　
親
子　
ふ　
れ　
あ　
い　
運

動
会　
で　
す
。　

「
も
う
一
度
人
数　

を　
確
認　
し　
ま　
す
。」　

「
次　
の　
種
目　
は　
…
」　

「
先
頭　
の　
お　
父　
さ　
ん　

の　
声　
に　
合　
わ　
せ　
て　

…
」　
な　
ど　
、　
入
退

場　
か　
ら　
進
行
・
ア　

ナ　
ウ　
ン　
ス　
ま　
で　
Ｐ　
Ｔ　

Ａ　
保
健
厚
生
部
員　
が　
行　
い　
ま　
す
。　

こ　
の　
運
動
会　
は　
、　
学
校
週
５　
日
制　

の　
声　
が　
出
始　
め　
た　
昭
和
58
年　
よ　
り　

「
親　
と　
子　
の　
心　
が　
通
う　
５　
日
制
」　
を　

合
言
葉　
に　
Ｐ　
Ｔ　
Ａ　
が　
主
体　
と　
な　
っ　
て　
実

施　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

「
親
子　
で　
ピ　
ョ　
ン　
」　
や　
「　
ム　
カ　
デ　
競
走
」　

な　
ど　
16
種
目　
の　
ほ　
と　
ん　
ど　
が　
、　
親　
と　

子　
の　
ペ　
ア　
が　
心　
を　
通　
い　
合　
わ　
せ　
、　
協
力　

を　
必
要　
と　
す　
る　
工
夫　
が　
な　
さ　
れ　
て　
い　

ま　
す
。　

他　
の　
チ　
ー　
ム　
に　
負　
け　
ま　
い　
と　
、　
必
死　

に　
な　
り　
な　
が　
ら　
も　
子　
ど　
も　
に　
合　
わ　
そ

う
と　
す　
る　
お　
父　
さ　
ん　
や　
お　
母　
さ　
ん　
。　

負　
け　
じ　
と　
走　
り　
な　
が　
ら　
も　
親　
へ　
の　
気

配　
り　
を　
し　
て　
い　
る　
子　
ど　
も　
の　
姿　
か　
ら　

は　
親　
は　
子　
ど　
も　
の　
、　
子　
ど　
も　
は　
親　
の　

や　
さ　
し　
い　
思　
い　
や　
り　
を　
肌　
で　
感　
じ　
て　
い　

ま　
す
。

よ　
く　
い　
わ　
れ　
る　
「
心　
の　
教
育
」　
は　

大
人　
と　
子　
ど　
も　
が　
共　

に　
生
き　
る　
な　
か　
で　
、　

大
人　
の　
姿
勢　
か　
ら　
子　

ど　
も　
が　
感
動　
し　
、　
発

見　
す　
る　
中　
で　
育　
ま　
れ　

る　
も　
の　
で　
は　
な　
い　
か　

と　
思　
い　
ま　
し　
た　
。　
こ　

の　
よ　
う
な　
感
動　
と　
発

見　
が　
多　
け　
れ　
ば　
多　
い　

ほ　
ど　
、　
心
豊　
な　
人
間　

を　
育　
み　
、　「
心　
の　
教

育
」　
が　
で　
き　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
で　
し　
ょ　
う

か　
。　来

年
度　
か　
ら　
学
校
週　
５　
日
制　
が　
実

施　
さ　
れ　
ま　
す
。　
ふ　
れ　
あ　
い　
運
動
会　
の　

時
間　
が　
確
保　
で　
き　
る　
か　
検
討　
し　
な　
け　

れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
段
階　
に　
き　
て　
い　
ま　
す
。　

し　
か　
し　
、　
逆　
に　
こ　
れ　
ま　
で　
以
上　
に　
親

子　
の　
ふ　
れ　
あ　
い　
が　
求　
め　
ら　
れ　
て　
い　
る　
現

在
、　
何　
ら　
か　
の　
形　
で　
残　
し　
て　
い　
き　
た　
い　

も　
の　
で　
す
。　

親
子　
ふ　
れ　
あ　
い　
運
動
会

加加
西西
市市
立立
下下
里里
小小
学学
校校

長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡長塚遺跡

市内ではじめて発見さ
れた灰釉陶器

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　http://www.hyogo-c.ed.jp/̃hojohigashi-es/  北条東小学校

の　
う
わ　
ぐ　
す　
り　
を　
施　
し　
た　
焼
き　
物
）　

な　
ど　
も　
発
見　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

こ　
れ　
ら　
の　
こ　
と　
か　
ら　
、　
こ　
の　
方
形
周

溝
状
遺
構　
は　
、　
集
落
内　
の　
人
々　
の　
祭

祀　
と　
関
係　
す　
る　
施
設　
で　
あ　
っ　
た　
と　
考

え　
ら　
れ　
ま　
す
。

方形周溝状遺構
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子
育　
て　
の　
上　
で　
抱
き　
す　
ぎ　
て　
抱
き　
癖　
が　
つ　
く　

と　
い　
う　
こ　
と　
は　
な　
く
、　
む　
し　
ろ　
、　
小　
さ　
い　
時　
に　

し　
っ　
か　
り　
と　
抱　
か　
れ　
て　
い　
な　
い　
子　
ど　
も　
が　
、　
大

き　
く　
な　
っ　
て　
問
題　
を　
起　
こ　
す　
ケ　
ー　
ス　
が　
あ　
る　
と　

聞
き　
ま　
す
。　「
甘　
や　
か　
す　
こ　
と　
」　
と　
「
甘
え　
の　

感
情　
を　
満　
た　
す
」　
こ　
と　
は　
違
う
、　「
抱
き　
し　
め　

て　
甘
え　
の　
感
情　
を　
満　
た　
し　
て　
や　
る　
こ　
と　
」　
を　
提

唱　
す　
る　
専
門
家
も　
い　
ま　
す
。　

加
西
病
院　
で　
は　
出
産
直
後　
か　
ら　
母
乳　
を　
推

進　
し　
て　
い　
ま　
す
。　
そ　
れ　
は　
母
乳　
の　
持　
つ　
優　
れ　
た　

免
疫
物
質　
や　
栄
養　
と　
共　
に　
、　
し　
っ　
か　
り　
と　
子　
ど　

も　
を　
抱
き　
し　
め　
る　
こ　
と　
が　
、　
子　
ど　
も　
に　
と　
っ　
て　

何　
よ　
り　
の　
《
心　
の　
栄
養
》　
に　
な　
る　
と　
考
え　
る　
か　

ら　
で　
す
。　

ま　
た　
、　
子
育　
て　
で　
悩　
む　
お　
母　
さ　
ん　
が　
追　
い　
つ　

め　
ら　
れ　
な　
い　
よ　
う　
に　
サ　
ポ　
ー　
ト　
し　
て　
い　
く
必
要　

が　
あ　
り　
ま　
す
。　
夫
婦　
で　
助　
け
合　
い　
な　
が　
ら　
の　
子

少
子
高
齢
化　
が　
進　
む　
中　
で　
、　
子　
ど　
も　
を　
ど　

う
健　
や　
か　
に　
育　
て　
る　
か　
は　
社
会
的　
に　
も　
最
重

要
課
題　
だ　
と　
思　
い　
ま　
す
。　
特　
に　
、　
最
近　
の　
テ　
レ　

ビ　
や　
新
聞
等　
で　
報
道　
さ　
れ　
る　
幼
児
虐
待　
や　
、　

青
少
年　
の　
凶
悪
事
件　
な　
ど　
を　
耳　
に　
し　
ま　
す　
と　

本
当　
に　
胸　
が　
傷　
み　
ま　
す
。　
何
故　
こ　
ん　
な　
状
況　

に　
な　
っ　
て　
き　
た　
の　
か　
、　
も
う
一
度
、　
皆　
で　
考
え　

直　
す
必
要　
が　
あ　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
で　
し　
ょ　
う
か　
!

生　
ま　
れ　
た　
ば　
か　
り　
の　
人
間　
の　
子　
ど　
も　
は　
、　

周　
り　
の　
大
人　
の　
庇
護　
が　
な　
く　
て　
は　
生
き　
て　
い　
け　

な　
い　
弱　
い　
存
在　
で　
す
。　
そ　
れ　
故　
に　
、　
そ　
ば　
に　
い　

る　
母
親　
の　
存
在　
の　
重
要
性　
は　
誰
も　
否
定　
で　
き　

な　
い　
で　
し　
ょ　
う
。　

人
間
形
成　
の　
基
礎　
を　
培
う
乳
幼
児
期　
に　
、　

十
分　
に　
愛　
さ　
れ　
、　
見
守　
ら　
れ　
る　
こ　
と　
に　
よ　
り
人

間　
は　
「
人　
を　
信　
じ　
、　
愛　
す　
る　
」　
こ　
と　
を　
し　
っ　
か　

り
学　
ぶ　
と　
い　
わ　
れ　
ま　
す
。　

市立加西病院

婦　長

初田　ちづ

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今
〈作り方（4人分）〉

①明太子２腹はフライパンでほぐしながらバラバラにする。
②みじん切りにした人参40ｇと白ごま大さじ４～５杯をいため、ごは

ん茶わん４杯、ちりめんじゃこ大さじ２～３杯を加えていためる。
③②に出し汁大さじ１　 とみじん切りにした青じそを混ぜる。
④焼きのり２枚分を巻きずしの要領で巻き、食べやすい大きさに切り、

のりがパリッとするようにオーブンでさっと焼く。

育　
て　
や　
、　
父
性　
を　
育　
て　
る　
場
、　
同　
じ　
よ　
う
な　

年
齢　
の　
子　
ど　
も　
を　
持　
つ　
お　
母　
さ　
ん　
同
士　
の　
交
流　

の　
場　
を　
作　
る　
こ　
と　
も　
必
要　
で　
す
。　

公
民
館　
で　
の　
サ　
ー　
ク　
ル　
活
動　
や　
、　
加
西
病
院　

で　
も　
育
児
相
談　
や　
、　
昨
年　
か　
ら　
「
親
子
交
流

会
」　
を　
企
画　
し　
、　
医
師　
や　
助
産
婦
、　
看
護
婦

も　
子
育　
て　
支
援　
を　
進　
め　
て　
い　
ま　
す
。　「
広
報　
か　

さ　
い　
」　
で　
も　
お　
知　
ら　
せ　
し　
ま　
す　
の　
で　
、　
是
非　
お　

気
軽　
に　
、　
ご　
夫
婦　
や　
お　
友　
だ　
ち　
と　
ご　
参
加　
く　

だ　
さ　
い　
。

ま　
た　
、　
加
西
病
院　
の　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　
で　
『
あ　

な　
た　
の　
い　
い　
お　
産　
を　
サ　
ポ　
ー　
ト　
し　
ま　
す
』　
の　
お　

知　
ら　
せ　
も　
し　
て　
い　
ま　
す
。　
出
産
後　
の　
ご　
相
談　
に　

も　
応　
じ　
た　
い　
と　
考
え　
て　
お　
り　
ま　
す　
の　
で　
、　
一
度　

ア　
ク　
セ　
ス　
し　
て　
み　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　
ア　
ド　
レ　
ス　
は　

で　
す
。　

「
心　
の　
栄
養　
た　
っ　
ぷ　
り
」　
の　
子
育　
て　
を

最近歯を強化するフッ素が見

直されています。フッ素入り歯磨

き粉やフッ素洗口剤、スプレー

式のフッ素も市販されています。

気軽に買え、毎日家庭で続け

られる方法です。購入する時に

もしっかり意識して選びたいもの

ですね｡ （加西市歯科衛生士会）

フッ素が入ってますか？

今年も食中毒が最も起こりやすい夏がやって

きました。食中毒の原因となる細菌は、気温・湿

度の高い環境を好み、これからの気候は細菌

の繁殖には好条件と言えます。また、食中毒の

原因菌は私たちの身近なところに存在していて、

体内に入ることによって食中毒を起こします｡乳

幼児や高齢者は抵抗力が弱いため重症化しや

すいので特に注意が必要です。

食中毒にならないために次のことを心がけまし

ょう!

１．菌をつけない（清潔にする）

①調理の前後には石けんで手を洗う。

②食材も流水で十分に洗ってから調理しましょ

う。

③肉・魚・野菜などの生鮮食品は新鮮な物を

購入し、できるだけ早く利用しましょう。

④調理器具や食器、ふきん等は洗剤・流水でよ

く洗い、熱湯をかけてから十分に乾燥させま

しょう。（漂白剤、煮沸消毒も効果的。野菜と

肉・魚で調理器具を使い分けることも有効です。）

２．菌を増やさない

①購入後はすぐに冷蔵庫・冷凍庫に入れるよ

うにしましょう。しかし、詰め込みすぎには気

をつけましょう

②料理の作り置きはせず、食べきれる量を調理

し、できるだけ早く食べるようにしましょう。

３．殺菌する（加熱・消毒する）

①調理時は食品の中まで十分に火をとおすよう

にしましょう。まわりが焼けても中心に加熱でき

ていないことがあるので注意が必要です。

②残った食品・凍結した食材を加熱するときは

十分に加熱しましょう。

そして、普段から規則正しい生活を送り、抵

抗力のある身体をつくり家族みんなで健康に夏

を乗り越えましょう。

食中毒に気をつけよう!

〈シェフから一言〉

明太子・ちりめんじゃこを入れるので味つけには十分気をつけ
て、薄味にしましょう。巻くのもいいですが、おにぎりにして味付
けのりで巻いてもいいですよ。

1／2



12下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（��8760・8761）

３
人
１
チ
ー
ム
で
、
羽
根
付
き

の
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
手

軽
に
楽
し
む
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

日
　
程

６
月
27
日

（水）
〜
８
月
29

日
（水）

午
後
８
時
〜
９
時
30
分
　
毎

週
水
曜
日
（
10
回
）

場
　
所

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員

30
名
（
先
着
順
）

対
　
象

中
学
生
以
上
で
市
内
に

在
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

参
加
費

無
料

申
込
先

教
育
委
員
会
体
育
保
健

課
（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

日
程
・
費
用

�
７
月
15
日

（日）

１
７，　
２
１
０
円

�
７
月
17
日

（火）
・
18
日

（水）

１
２，　
２
１
０
円

※
金
額
に
は
プ
レ
ー
フ
ィ
ー
・
参

加
料
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
料
・
ゴ
ル
フ

振
興
基
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
３
名
の
場
合
キ
ャ
デ
ィ
フ
ィ
ー

加
西
市
後
援

市
民　
ふ　
れ　
あ　
い　
ゴ　
ル　
フ　
コ　
ン　
ペ

フ　
ァ　
ミ　
リ　
ー

バ　
ド　
ミ　
ン　
ト　
ン　
教
室

１，　
０
０
０
円
増
）

参
加
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
通

勤
さ
れ
る
方
を
優
先

募
集
人
数

各
日
共
、
30
組
１
２

０
名
（
先
着
順
）

予
約
方
法

電
話
に
て
ス
タ
ー
ト

の
時
間
を
確
認
く
だ
さ
い
。
申
込

用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
左
記
ま
で

申
込
先

〒
６
７
５
│
２
４
６
２

加
西
市
別
所
町
６
８
３
│
２
４

オ
ー
セ
ン
ト
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

″　市

民
ふ
れ
あ
い
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
″
係

（
電
話
45
│
１
５
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
45
│
１
６
６
６
）

日
　
時

７
月
21
日

（土）

午
後
８
時
〜

場
　
所

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

（
集
合
）

競
技
方
法

個
人
・
フ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
Ｏ
Ｌ

団
体
・
ポ
イ
ン
ト
Ｏ
Ｌ

参
加
費

個
人
８
０
０
円
（
18
歳

未
満
は
５
０
０
円
、
当
日
は
各
２

０
０
円
増
）
グ
ル
ー
プ
（
１
人
に

付
き
）
３
０
０
円
（
小
学
生
２
０

０
円
・
当
日
持
参
）

申
込
・
問
合
先

加
西
Ｏ
Ｌ
Ｃ
事

第
１　
回
　
加
西　
ナ　
イ　
ト　

オ　
リ　
エ　
ン　
テ　
ー　
リ　
ン　
グ　
大
会

務
局
　
担
当

井
上
正
和
（
電
話

42
│
１
１
７
４
）

受
験
資
格

昭
和
56
年
４
月
２
日

〜
昭
和
59
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程

度申
込
期
間

６
月
20
日

（水）
〜
27
日

（水）申
込
・
問
合
先

人
事
院
近
畿
事
務

局
（
�
０
６
│
６
９
４
１
│
２
１
２
１
）

８　
月　
５
日

（日）
に　
行　
わ　
れ　
る　
第
24
回

加
西　
サ　
イ　
サ　
イ　
ま　
つ　
り　
で　
、　
の　
ど　
自
慢

大
会
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

最
優
秀
賞
の

″　キ
ン
グ
と
ク
イ
ー

ン
″
の
栄
冠
に
輝
か
れ
た
方
に
は
、

夜
の
部
の
や
ぐ
ら
の
上
で
歌
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
在
住
の
方

募
集
人
数

男
性
18
名

女
性
18
名
（
先
着
）

募
集
期
間

６
月
18
日

（月）
〜25

日
（月）

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

│
加
西　
サ　
イ　
サ　
イ　
ま　
つ　
り　
│

の　
ど
自
慢
大
会
出
場
者
募
集

税
務
職
員　
（
税
務
大
学
校
・

普
通
科
研
修
生
）　
募
集

曲
名
を
記
入
し
て
、
〒
６
７
５
│

２
３
９
５
　
加
西
市
役
所
内
加
西

サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
事
務
局
（
電
話

42
│
８
８
２
３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
43
│
１
８

０
２
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
））
ま
で
。

日
　
時

７
月
29
日

（日）

①
10
時
〜
　
②
13
時
30
分

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

前
売
件

大
人
１，　
０
０
０
円
　
小

中
高
生
８
０
０
円
（
当
日
各
２
０

０
円
増
）

販
売
所

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
、

市
民
会
館
、
市
内
公
民
館
他

問
合
先

加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
（
電
話
43
│
０
３
６
１
　
Ｆ
Ａ

Ｘ
42
│
６
６
５
８
）

対
　
象

市
内
に
住
所
が
あ
る
生

活
保
護
家
庭
、
も
し
く
は
、
そ
れ

に
準
ず
る
家
庭
で
高
校
生
の
学
資

の
支
払
い
が
困
難
な
人

支
給
額

月
額
８，　
０
０
０
円

申
込
期
限

６
月
29
日

（金）

申
込
先

学
校
教
育
課

（
電
話
42
│
８
７
７
１
）

学
資
困
難　
な　
高
校
生　
へ　

奨
学
金　
を　
支
給　
し　
ま　
す

映
画
会

「
十
五
歳
　
学
校
Ⅳ
」

証券会社の担当者に「Ａ社の株は確実に上がる。

必ず利益が出るので絶対損しない。」と勧められ、

Ａ社の株を購入した。しかし損が出てしまったので

購入を取り消したい。

4月1日以降の契約で、業者から将来に向けて予

測できないことを決めつけて勧誘され、消費者がそ

れを信じて契約した場合は、消費者契約法により取

り消すことができます。この場合は、利益を生ずる

ことが確実でないのにあたかも確実であると誤解さ

せるような勧誘方法に問題があります。「利益が出る

だろう」と言われただけの場合はあてはまりません。

取り消したい場合は必ず書面で! 期間に限りがあ

りますので、被害にあったと思ったらすぐに取り消し

通知を提出しましょう。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 「必ずもうかる」と言われたのにNo.3

ハナサク

Ｑ

Ａ

再生修理会
日　時 ７月２日（月）

午前９時～午後３時

受　付 午前９時～12時

場　所 ＪＡかさいし北条支店

対　象 包丁、ハサミ、靴、洋傘等

問合先 くらしと生活を守る会

事務局（電話42-８７３０）



交通の妨げになる道路にはみ出した草木を、所有者は刈り取りましょう。13

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書
でこちゃん （つちだのぶこ作）
バンザイ! なかやまくん（太田京子作）
かさぶたくん（やぎゅうげんいちろう作）
ソリちゃんのチュソク（イ・オクベ作）
アディオス ぼくの友だち（上條さなえ作）
ぼくらは知床探険隊 （関屋敏隆作）
チロと秘密の男の子（河原潤子作）
少年たちの夏 （横山充男作）
森のスケーターヤマネ（湊　秋作作）

ローワンと魔法の地図 （ロッダ作）
坂本竜馬 （古川　薫作）
君たちへの遺産　白神山地

（齋藤宗勝作）
旅路の果て （コーディ著）
そして、奇跡は起こった!

（アームストロング著）
映画少年・淀川長治

（荒井　魏著）

市市立立図図書書館館だだよよりり

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

6月 17日（日） 小野寺医院 （王子町・電話48-３７３７）

24日（日） 西村医院 （中野町・電話49-０００１）

7月 1日（日） 玉田医院 （玉野町・電話47-００６６）

8日（日） 田仲クリニック （北条町・電話42-４９５０）

15日（日） 小橋医院 （北条町・電話42-０４１２）

20日（金） あさじ医院 （若井町・電話44-０２２５）

※変更になることがありますので、お確かめください。
〔おはなし会〕7月14日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・6月20日（水）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

７月３日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

７月３日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

７月５日（木）健康福祉会館

７月12日（木）農村環境改善センター・６月21日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談

６月28日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

わたしの夢
西在田小学校５年

柴本　佳奈さん

パパパパ・・ママママククララブブ
妊娠５～６ヵ月のママとパパ　７月28日（土）午前９時30分～10時
妊娠８ヵ月以降のママとパパ　８月18日（土）午前９時30分～10時

問合先 健康長寿課（電話42-8728）

★電話でご予約の上、参加下さい。

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成13年４月生れの乳児 ６月26日（火） 午後１時～２時

《平成13年５月生れの乳児 ７月24日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成13年２月生れの乳児 ７月４日（水） 午後１時～２時

《平成13年３月生れの乳児 ８月１日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成12年１月生れの幼児 ７月10日（火） 午後１時～２時

《平成12年２月生れの幼児 ８月10日（金）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成10年５月生れの幼児 ７月17日（火） 午後１時～２時

《平成10年６月生れの幼児 ８月21日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 ７月11日（水） 午後１時～２時

《８月８日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者　３～５カ月児の保護者 ７月11日（水） 午後１時～１時30分

エプロンをご持参下さい。 《８月８日（水）》

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日

６月21日（木） 午前９時～９時30分

《７月19日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日におこし下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２３）

西岡　優
ゆう

ちゃん（三口町）

2歳

〈ママの一言〉

家族みんなのアイドル優で

す。優しく思いやりのある子

に育ってね。

パパ・和則さん

ママ・弥香さん

～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～～課題図書～

私の夢は、ピアニストになること。ピア

ニストになってピアノをひきながら世界中

を旅したい。ピアノは世界のどこへ行って

も共通するので、どこへ行ってもみとめら

れるピアニストになりたい。先生におこら

れるけど、ピアノは大好きなので、これか

らもがんばりたい。
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日
　
時

６
月
30
日

（土）

午
前
10
時
〜

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

講
　
師

御
手
洗

み

た

ら

い

十と

久く

代よ

氏
（
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）

演
　
題
「
幸
せ
な
親
子
関
係
を
築

く
た
め
に
―
選
択
理
論
か
ら
の
提

案
―
」

問
合
先

同
会
会
長
　
小
山
洋
美
　

（
電
話
49
│
２
９
１
７
）

日
　
程

７
月
〜
11
月
の
第
１
・

第
３
土
曜
日
（
計
10
回
）

対
　
象

加
西
市
及
び
近
郊
居
住

の
成
人
の
方

定
　
員

40
名
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

会
　
場

北
条
高
校
書
道
教
室

内
　
容

書
道
実
技
及
び
書
道
史

受
講
料

５，　
０
０
０
円

申
込
方
法

６
月
25
日

（月）
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電

│
北
条
高
校　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
カ　
レ　
ッ　
ジ
│

書
道
教
室
受
講
生
募
集

市
内
保
育
所
連
合

保
護
者
会
合
同
研
修
会

②
日
　
時

７
月
25
日

（水）

午
前
10
時
〜
12
時
、

午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所

加
西
市
役
所

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

老
人
保
健
医
療
受
給
者
70
歳

（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
65
歳
）

以
上
の
方
で
、
医
療
機
関
に
入
院

し
た
場
合
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
に
は
、
１
ヵ
月
の
入
院
時
一

部
負
担
金
の
減
額
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
食
事
療
養
の
標
準
負

担
額
の
減
額
制
度
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
制
度
も
申
請
に
よ
り
認

定
証
を
交
付
し
ま
す
。

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
・
健

康
保
険
証
・
市
民
税
非
課
税
証
明

書
（
平
成
13
年
１
月
１
日
に
市
外

に
い
た
人
）　・
印
鑑
を
持
参
の
う
え

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
健
康
保
険
証
が
変
更
に
な
っ
た

と
き
は
、
必
ず
国
保
医
療
係
ま
で

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

保
険
課
国
保
医
療
係

（
７
番
窓
口
）（
電
話
42
│
８
７
２

１
） 老

人
保
健　
の　
み　
な　
さ　
ま　
へ

ご　
存
知　
で　
す　
か　
？

入
院
時
負
担
額　
の　
減
額
制
度

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

市
道
の
幅
員
に
余
裕
の
あ
る
道

路
敷
地
の
一
部
や
植
樹
帯
な
ど
を

利
用
し
て
、
四
季
折
々
の
花
を
咲

か
せ
る
「
街
か
ど
花
壇
」
を
作
り

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
こ
の

「
街
か
ど
花
壇
」
の
草
花
を
お
世
話

し
て
い
た
だ
く
花
咲
く
街
か
ど
づ

く
り
事
業
に
平
成
13
年
度
か
ら
取

り
組
み
ま
す
。

道
路
は
あ
な
た
の
庭
先
で
す
。

「
街
か
ど
花
壇
」
に
あ
な
た
の
好

き
な
花
を
植
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

草
花
の
種
子
、
球
根
な
ど
は
提
供

し
ま
す
。

問
合
先

都
市
整
備
部
花
と
緑
の

ま
ち
づ
く
り
担
当
（
電
話
42
│
８

７
５
３
）

住
宅
の
耐
震
性
に
つ
い
て
診
断

を
行
い
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
、
耐
震
診
断
を
無
料
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
診
断
結
果
は
、

耐
震
補
強
の
目
安
だ
け
で
は
な
く
、

建
物
の
健
康
診
断
に
も
利
用
で
き

ま
す
。

対
象
物
件

昭
和
56
年
５
月
以
前

│　
わ　
が　
家　
を　
地
震　
か　
ら　
守　
ろ　
う　
│

無
料
耐
震
診
断
実
施
中

街　
か　
ど
花
壇　
の　
お　
世
話

を　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い

話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
６
７
５

―
２
２
４
２
加
西
市
段
下
町
８
４

７
―
５
　
北
条
高
校
内
北
条
Ｃ
Ｃ
書
道

講
座
係
（
電
話
48
│
２
３
１
１
）

暴
力
団
の
進
出
を
断
固
と
し
て

阻
止
す
る
た
め
、
市
民
集
会
を
開

催
し
ま
す
。
市
民
の
方
々
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時

７
月
８
日

（日）

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

講
　
師

県
警
察
本
部
暴
力
団
対

策
第
一
課

調
査
官
　
諸も

ろ

冨と
み

憲
太
郎
警
視

問
合
先

環
境
対
策
室

（
電
話
42
│
８
７
３
１
）

血
液
は
人
工
的
に
造
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
長
期
間

保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康
な
方
、

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
献
血
実
施
日
程

①
日
　
時

６
月
21
日

（木）

午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所

Ｊ
Ａ
か
さ
い
し
本
店

献
血　
の　
お　
知　
ら　
せ

市
民　
の　
力　
を　
あ　
わ　
せ　
よ　
う　
!

暴
力
団
進
出
反
対
市
民
集
会

家電リサイクル法対象品の引取りについて広報か

さい3月号に掲載しました協力店以外に引取りに協

力していただける小売店がありましたら、7月2日（月）

までに環境対策室へ申し出てください。

問合・申込先 地域振興部環境対策室（電話42-8730）

家電リサイクル法対象品

引引取取りり協協力力店店ににつついいてて 市県民税普通徴収全期・第１期分の納期限は

77月22日（月）です。
☆納期内完納にご協力お願いします。
☆納税は便利な口座振替制度をご利用下さい。
☆口座振替の申込みは金融機関で行っています。

問合先 税務課（電話42-8712）

平成13年度



市内で造った製品を市内で買いましょう。15

お く や み

亀田ウメノ 87 実　雄 繁　昌
織田　松治 70 進 鶉野南
植田みねこ 87 定　雄 南　町
井上　萬治 86 弘 田　原
橋本　健三 69 浩　実 鶉野中
北川ナナ子 59 富　啓 南　町
岡　　杢夫 75 信　行 畑
宮脇　　満 54 みつ子 江ノ木
大塩喜代子 74 年　一 池　上
難波　　清 82 松本安弘 鍛治屋
上原　久子 74 秀　博 西　長
前田　　進 71 真　也 尾　崎
山本　文子 67 良　雄 玉　野
丸山すゑ子 83 仁尾史朗 河　内
前田　賢吾 9 治 大　村
長田　一夫 92 昭　夫 越　水
福本　照　 75 幸　彦 横　尾
中川　勝子 79 新　治 山下西
藤原　安子 65 鉄　也 殿　原
谷口　和美 65 明　永 繁　昌
藤原　聖子 36 勝　仁 横　尾
中嶋　元治 85 章　廣 繁　昌
竹内よし子 81 一　一 大　内
菅田　良一 44 文　子 青　野
藤田　和孝 45 ひとみ 畑
池田　照美 55 正　敏 上万願寺

見　六郎 75 博　彰 広　原
内橋つるゑ 85 隆太郎 馬渡谷
藤原　重一 80 英 大　内

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（５月31日受付分まで・敬称略）

業
　
務

ご
み
収
集
業
務
の
補
助

募
集
人
員

２
名

期
　
間

７
月
２
日

（月）
〜
８
月
31

日
（金）

※
但
し
、
土
日
祝
日
は
休
み

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
４
時
15
分

時
　
給

１，　
２
２
５
円

業
務
内
容
問
合
先

ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
電
話
46
│
０
６
０
２
）

申
込
先

総
務
課
人
事
係

（
電
話
42
│
８
７
０
１
）

�
６
月
17
日

（日）

西
在
田
・
泉
　

�
６
月
24
日

（日）

賀
茂

�
７
月
１
日

（日）

北
条
東
・
富
田

・
九
会
・
富
合
・
日
吉
・
宇
仁

美　
バ　
ー　
ス　
デ　
ー　
の　

お　
知　
ら　
せ

学
生　
ア　
ル　
バ　
イ　
ト　
募
集

�
７
月
８
日

（日）

北
条
・
下
里

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
曜
日

日
　
時

６
月
23
日

（土）

午
後
２
時
〜

場
　
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

入
会
金

３
０
０
円

会
　
費

月
８
０
０
円
（
４
歳
以

上
）
※
但
し
３
ヶ
月
以
上

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場
　

（
電
話
43
│
０
８
３
０
）

★
外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇
用

・
労
働
条
件
の
確
保
を
!

外
国
人
雇
用
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
制
度
が
あ
り
ま
す
。

６
月
は
「
外
国
人

労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」

加
西　
お　
や　
こ　
劇
場
第
83
回
例
会

大
須
賀　
ひ　
で　
き
　
紙　
し　
ば　
い　
ミ　
ュ　
ー　
ジ　

カ　
ル　
「　
ぞ　
う　
れ　
っ　
し　
ゃ　
が　
や　
っ　
て　
き　
た　
」

死亡者 年齢 喪主 町名

着
工
の
住
宅

予
定
戸
数

１
３
０
戸

診
断
費
用

無
料

（
国
・
県
・
市
が
負
担
）

申
込
対
象
者

住
宅
の
所
有
者

申
込
・
問
合
先

都
市
計
画
課
建

築
係
（
電
話
42
│
８
７
５
３
）

日
　
時

７
月
８
日

（日）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

内
　
容

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
関
し
て
の
講
演
お
よ
び
研
究
発

表
会
、
一
般
公
開
と
し
て
「
住
宅

改
修
に
つ
い
て
」
の
パ
ネ
ル
展
示

を
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
合
先

加
西
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
科
（
電
話
42
│
２
２
０

０
（
内
線
２
２
４
））

第
14
回
兵
庫
県

理
学
療
法
士
学
会

お　
問
合　
せ　
は　
ハ　
ロ　
ー　
ワ　
ー　
ク　
西
脇　
（
電

話
０
７
９
５
│
22
│
３
１
８
１　
）　
ま　
で　
。

★
不
法
就
労
の
防
止
に
理
解
と
協

力
を

外
国
人
を
雇
用
す
る
際
は
、
パ

ス
ポ
ー
ト
で
在
留
資
格
と
在
留
期

間
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

警
察
で
は
不
法
就
労
を
斡
旋
す
る

ブ
ロ
ー
カ
ー
や
悪
質
な
雇
用
主
の

取
締
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

問
合
先

加
西
警
察
署

（
電
話
42
│
０
１
１
０
）

12
月
９
日

（日）
中
町
ベ
ル
デ
ィ
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
る
北
は
り
ま
第
九

（
音
楽
監
督
・
指
揮
　
加
藤
完
二

氏
）
の
合
唱
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

１
２
０
名

団
　
費

一
般
７，　
０
０
０
円
　
学

生
４，　
０
０
０
円
　
高
校
生
以
下
３，　

０
０
０
円

問
合
・
申
込
先

合
唱
団
事
務
局

（
電
話
０
７
９
５
│
23
│
４
８
４
６
）

北　
は　
り　
ま　

第
九
合
唱
団
募
集

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○加西ダンス愛好会 1万円

○小野工業高等学校ＯＢ会一同 1万4000円

（チャリティーゴルフ収益金）

○藤中ひで 5万円

○加西皐同好会 1万4223円

○富合食品組合 1万3663円

○牡丹 1万円

○松本光一 2万5000円

○山下有沙 1万円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○匿名 2万円

○田町 竹本幸夫 1万5000円

○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

○匿名 3万円

○美心（かしの実グループ） 4万円

○藤中ひで 5万円

供養預託

○鶉野 塩河　正 30万円

○繁昌 菅野松一 30万円

物品預託

○金剛禅総本山少林寺拳法加西道院より

車イス　５台

お詫びと訂正

６月号の観光・国

際親善使節応募資

格の欄の「日本女

性」は「女性」の誤

りでした。お詫びし

て訂正いたします。



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H13.6.1現在（前月比）
人　口／ 52,108（＋7） 世帯数／ 16,085（＋26）

男　／ 25,279（＋4） 女　／ 26,829（＋ 3）

88「宵待草のやるせなさ…」と
歌われたオオマツヨイグサ

夕　
さ　
り　
て　
君
待　
ち　
立　
て　
ば　

つ　
ぎ　
つ　
ぎ　
と　

宵
待
草　
の　
花　
ひ　
ら　
き　
さ　
く

田
中
　
俊
子

た　
そ　
が　
れ　
近　
づ　
く　
こ　
ろ　
、　
あ　
ざ　

や　
か　
な　
黄
色　
の　
花　
を　
直
立　
し　
た　
茎　

の　
先
端
部　
に　
開
き　
ま　
す
。　
し　
か　
し　
、　

こ　
の　
花　
は　
翌
日　
の　
早
朝　
ほ　
と　
ん　
ど　

日　
の　
出　
と　
時　
を　
同　
じ　
く　
し　
て　
閉　
じ　

て　
し　
ま　
い　
ま　
す
。　
月　
が　
ほ　
の　
白　
く

東　
の　
空　
に　
昇　
る　
頃
咲　
い　
て　
、　
あ　
く　

る　
朝　
に　
は　
、　
太
陽　
の　
光　
を　
見　
る　
や　

い　
な　
や　
早
々　
と　
閉　
じ　
て　
し　
ま
う
、　

は　
か　
な　
い　
一
夜　
の　
花　
の　
命　
な　
の　
で　

す
。　
こ　
ん　
な　
と　
こ　
ろ　
か　
ら　
、　
宵
待

草　
や　
月
見
草　
の　
名　
で　
詩　
や　
歌　
に　
よ　

く
詠　
ま　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　

北　
ア　
メ　
リ　
カ　
原
産　
の　
帰
化
植
物　

で　
、　
一
時　
は　
鉄
道
沿
線　
な　
ど　
に　
ど　

ん　
ど　
ん　
広　
が　
っ　
た　
の　
で　
、　
鉄
道
草　
と　

呼　
ば　
れ　
た　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　
し　
た　

が　
、　
今　
で　
は　
そ　
ん　
な　
に　
目
立　
た　
な　

く　
な　
っ　
て　
し　
ま　
い　
ま　
し　
た　
。　
草
刈
機　

の　
普
及　
が　
原
因　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　

ん　
。　
近
縁　
に　
マ　
ツ　
ヨ　
イ　
グ　
サ　
、　
メ　
マ　

ツ　
ヨ　
イ　
グ　
サ　
、　
ア　
レ　
チ　
マ　
ツ　
ヨ　
イ　
グ　

サ　
、　ツ　
キ　
ミ　
ソ　
ウ　
な　
ど　
が　
あ　
り　
ま　
す
。　

（
全
部
外
来
種
）

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo. jp

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

期
　
間

☆
劇
団
に
よ
る
公
演

９
月
１
日

（土）
〜
29
日

（土）

☆
風
呂
の
利
用　
（
65
歳
以
上
無
料
）

９
月
１
日

（土）
〜
30
日

（日）

※
但
し
、
毎
週
月
曜
日
と
９
月
15
日

（土）
・
23
日

（日）
は
休
業

問
合
先
は
市
民
福
祉
部
健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

市
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
等
10
名
以

上
の
団
体
で
利
用
で
き
ま
す
。

予
約
申
込
は
、
７
月
３
日

（火）
〜
８
月
10
日

（金）
ま
で
の
間
に
、
社
会

福
祉
協
議
会
　
総
務
課
（
電
話
42
│
８
８
８
８
）
ま
で
。

い　
こ　
い　
の　
場
、　
ふ　
れ　
あ　
い　
の　
場　
へ　
で　
か　
け　
ま　
し　
ょ　
う　
!!

敬
老
月
間　
ふ　
る　
さ　
と
福
祉
事
業

敬老月間ふるさと福祉事業
ボランティアさん大募集!!

（期間限定）

敬老月間（9月）に、あなたの

やさしい“まごころ”をお待ちし

ます。

活動内容は、お年寄りの話し相

手、湯茶の接待、会場や座布団の

整理整頓です。あいた時間を、お

年寄りとの交流に役立ててみませ

んか。

連絡先：加西市ボランティア

市民活動センター

電話43－8133

送
迎
バ
ス
の
申
し
込
み
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